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整理して，子どもが主体的に活動するための授業の在り方として 「共通テーマ の設定の， １）
































































に必要な力は本当に高まっているのかと疑問を感じることがある （ ）。 感想１
○１年間の学習を振り返ったとき，子どもによっては指導内容に偏りがあるのではな














○「高める 「広げる 「定着を図る」の観点をもって，指導内容を取り扱うこと。」， 」，































































































































○授業実践と授業研究会 授業改善 ○小中高の各部で，授業実践と授業研究会を行い，授業実（「 」
。ワークショップ ）の実施 践における課題や授業づくりの基本的な考え方を見出す３）
７









































， ， 。 ， ，る指導内容の系統 指導の順序 獲得状況が分かる そして 子どもの現在の姿と併せて
「高める」のがよいか 「広げる」のがよいか 「定着を図る」のがよいかを検討すること， ，











































したことを どのような場面で どのような姿から判断すればよいかを検討することが 見， ， ，「
取りのポイント」の設定につながる。
以上のような共通テーマにおける目標の設定に関連して授業者が検討したことを，検討
























生 活 場 面 で 期 待 す る 姿
＊表には 指導内容を獲得した結果として 本共通テーマの中で期待する姿 と 生， 「 」 「
活場面で期待する姿」を，子ども一人一人について記述する。
＊学習集団全体として目指すこと，重視することから，指導の方針を記述する。
（ ， ）３ 共通テーマにおける指導計画 ●学習活動 児童の考えること



















かわり方 「教具 「環境構成」に分けて記述する。」， 」，






























○一般就労では 「はたらく（対人関係 」に関する回答が多い。職場において報告・， ）
連絡・相談できることを重視していると思われる。
○福祉就労では 「あそぶ（表現 」に関する回答が多い。余暇活動をとおして，自分， ）
の思いを表現できるようになることを重視していると思われる。







































































， ， 「 」容や設定した学習活動 構想した支援の方法について 共通テーマ ゴリラをやっつけろ




































そして，Ｈ君の指導内容「相手に手渡すこと」について 「高める」のか 「広げる」の， ，
か 「定着を図る」のかと考えたとき，教師を対象の中心とした他者とのかかわりから，友，
だちをも含めた他者とのかかわりへと対象の範囲を広げたいと教師は考えた。そこで，指




















































段 階 Ⅰ段階 Ⅱ段階
テーマ 「ゴリラはつよい」 「ゴリラをやっつけろ」










， （ ） ， 。Ｈ君への支援の方法を Ｈ君の学習履歴 を参考に のように考えたp.17 表３ 表５，
表５ 「Ｈ君への支援の方法」
参考にした学習履歴 学習履歴から教師が考えたこと Ｈ君への支援
教 ○教師や友だちが投げる姿を ○教師が手本を示すことで，Ｈ ○追いかけっこやリレー，綱引
師 見てまねをする。 君は，初めての活動に見通し き等を始める前に教師が手本











環 ○活動の場面ごとに，シンボ ○学習活動に合ったイラストや ○ゴリラの住みかとした場所に
境 ルとなるイラストを周囲に 道具の配置をすることで，本 は，ゴリラのイラストをはっ
構 掲示したり，活動に必要な 人が学習に取り組みやすくな ておく。活動ごとに，リレー





























































































































































































その際， （ ）の学習履歴を見直したところ 「友だちに合わせようとす表３ p.17 ，











Ⅱ段階 「ゴリラをやっつけろ （10月6日 Ⅱ段階16回中の13回目）」
授業の様子
友だちと協力してゴリラと綱引きをする活動では，最初に，教師がＨ君と一緒に




















































































































○「 ごちそうさま』は□時にします 「△と◇のおかわりができます 「それでは，い『 」， 」，
ただきましょう」というように，決まった型の３文を組み合わせて，給食前のあいさ
つができる。

















































































































































































































































段 階 Ⅰ段階 Ⅱ段階 Ⅲ段階
テーマ 「小さかった頃を紹介し 「これからの自分につい 「自分のことをみんなに
よう」 て考えよう」 発表しよう」

































































Ⅱ段階 「これからの自分について考えよう （9月28日 Ⅱ段階３回中の３回目）」
授業の様子














































































































。 ， 「 」んだ 初めて聞く人には Ｎ君の レジの人
の発音が聞き取りづらく，聞き手は「げきの
ひと 「げんきのひと」と聞き返した。Ｎ君は，」，



































































































れにかかる学習履歴を （ ）のように整理した。表16 p.43
表15 「各段階のテーマと主な学習活動」
段 階 Ⅰ段階 Ⅱ段階 Ⅲ段階
テーマ 「新製品を作ろう」 「製品を改善しよう」 「販売をしよう」
回 数 ４回 ９回 ４回
●これまでのキャンドル ●アンケートやインタビ ●製品を量産する。
製品の特徴を調べる。 ューの結果から，試作 ●製品を販売し，お客さ
● ●新製品のアイデアを出 品の改善点を見つけ んの要望を知る。
主 し，紙粘土でキャンド る。 ●お客さんの要望を反映
な ルの模型を作る。 ●改善点を反映させて， させて，製品を改善す
学 ●アンケートやインタビ 試作品を作り直す。 る。
習 ューから新製品の印象 ●試作品の色や形を再現 ●製品を販売する。

































































































いう場面で，Ａ君は何の手がかりもなしに 「マンゴー 「パパイヤ 「ブドウ」， 」， 」，
などと，自分が知っているフルーツをいくつも発表した。
































Ⅲ段階 「販売をしよう」 (9月29日 Ⅲ段階４回中の１回目）
授業の様子

















































































































































































































































※ 「１ みつける」には，違いを判断して分けるために13の指導内容がある 「(1)。
未測量の意識に関すること」には，大きい小さい，多い少ない，長い短い，高い低
い，重い軽い，広い狭いの６つがある 「(2) 比較の感覚に関すること」には，直。


















※ 「３ つくる」には，基準を定めて操作するために20の指導内容がある 「(1) 属。
性・観点の抽出に関すること」には，○・△・□，形で弁別すること，色で弁別す










































「 」 ， 。※ ３ 行楽 には 非日常の場で楽しい時間を過ごすために20の指導内容がある





























































「 」 ， 。※ １ 作業 には 任された仕事を成し遂げるために24の指導内容がある
「(1) 能力や適正の発見に関すること」には，作業時間と休憩時間を区別





















  生徒氏名： ○○○○ 君 （ 中学部 ）
19 年 3 月 25 日 　作成者：○○
22 年 3 月まで
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5 週 6 週 3 週 3 週 4 週
・ @( 30 分 × 2 )× ・ @( 30 分 × 2 )×
3 (回 ／ 週) 2 (回 ／ 週)
・ @( 30 分 × 2 )× ・ @( 30 分 × 2 )×
5 (回 ／ 週) 5 (回 ／ 週)
・ @( 30 分 × 2 )×



















































































事業所等 21ヶ所，卒業生 31名（一般就労 ４名，福祉就労 27名）
３ 内容
，「 」 「 」（ ）・卒業生への支援で 大切にしていること と 取り組んでいること p.64 用紙１，





・ 取り組んでいること 「学校に期待すること」は，多様な回答を集められるように自「 」，
由記述式とした。
教育内容・内容構成 選 択 肢 教育内容・内容構成 選 択 肢
身体の動きや筋力を向上すること 運動や音楽，造形活動を楽しむこと心 つかう あ 表現
安全や健康を保つこと 同じ楽しみを持つ人とかかわること・ たもつ そ 仲間との活動
周囲の状況をとらえて行動すること 普段と異なる場で楽しく過ごすこと体 あわせる ぶ 行楽
文字や記号を理解すること ライフスタイルを作り上げること言 うけとる く 衣食住
思いを言葉や文字で伝えること 身近な人とよりよくつきあうこと・ あらわす ら 他者とのかかわり
他者とかかわること 地域での生活の場を広げることコ かかわる す 地域での生活
量を比較，測定すること やるべき作業を完了すること数 みつける 作業
数や時間，金銭の感覚を身に付けること 望みや特性に適した仕事を探すこと・ つたえる 進路
仲間分け，図形の感覚を身に付けること 職場の人と円滑にやりとりすること図 つくる 対人関係







事業所 18ヶ所，卒業生 25名分（回収率 約81％）






教育内容・内容構成 回答数 教育内容・内容構成 回答数
心 つかう 10 あ 表現 13
・ たもつ 32 16 そ 仲間との活動 25 4
体 あわせる 6 ぶ 行楽 8
言 うけとる 4 く 衣食住 14
・ あらわす 27 14 ら 他者とのかかわり 26 7
コ かかわる 9 す 地域での生活 5
数 みつける 3 作業 16
・ つたえる 13 9 進路 37 12
図 つくる 1 対人関係 9
（２）一般就労で大切にしていること
教育内容・内容構成 回答数 教育内容・内容構成 回答数
心 つかう 1 あ 表現 1
・ たもつ 5 3 そ 仲間との活動 2 0
体 あわせる 1 ぶ 行楽 1
言 うけとる 3 く 衣食住 2
・ あらわす 8 2 ら 他者とのかかわり 5 3
コ かかわる 3 す 地域での生活 0
数 みつける 1 作業 3
・ つたえる 5 3 進路 10 3







教育内容・内容構成 回答数 教育内容・内容構成 回答数
心 つかう 9 あ 表現 12
・ たもつ 27 13 そ 仲間との活動 23 4
体 あわせる 5 ぶ 行楽 7
言 うけとる 1 く 衣食住 12
・ あらわす 19 12 ら 他者とのかかわり 21 4
コ かかわる 6 す 地域での生活 5
数 みつける 2 作業 13
・ つたえる 8 6 進路 27 9














































































○一般就労では 「はたらく（対人関係 」に関する回答が多い。職場において報告・， ）
連絡・相談できることを重視していると思われる。
○福祉就労では 「あそぶ（表現 」に関する回答が多い。余暇活動をとおして，自分， ）
の思いを表現できるようになることを重視していると思われる。






























































































































学校長 松本富子 副校長 倉林 正 教務主任 石原隆志
前島 朗 三俣利明 城田謙司 樺澤美智代 井草昌之
瀧沢泰之◎ 菅野 剛 小林敦子 山田由記子 前村亜矢子
定村 治 石井達也○ 松本 優 小須田稔○ 石川裕紀
島田 洋○ 高橋源太郎 山田雅之 長谷川剛広○ 城田英子
水落公美子 三浦直子 松尾英知 田村旭子 宇佐美多恵子









（ ）黒羽正見（群馬大学） 今井寿美枝 チャイルドハウス ゆうゆう
関口恵子（行幸田保育園） 中原 泉（ワークハウス ドリーム）
平成21年度まで研究を共にした方
岡田明子 太田市立太田養護学校 近藤千香子（群馬県教育委員会）（ ）
樋口敦子 前橋市立元総社小学校 吉田泰子（前橋市立養護学校）（ ）
関上沙絵（前橋市立養護学校） 小林弥生（在宅）
土屋康平 群馬県立あさひ養護学校 森佑季子（在宅）（ ）
平成22年度 教材等作成支援チーム（群馬大学教育学部）
有澤明子（教育学研究科科目履修生） 見目准子（教育学研究科科目履修生）
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